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ドキュメンタリー映画

未曾有の災害を目の当たりにした2011年 3月 11日。
「命とはなにか」「幸せとはなにか」と、そう自分に問いかけ、

今後の生き方やこの国のありかたについて模索した人も多いのではないでしょうか。

震災から3年が経ちましたが、福島第一原発で起きた原発事故をめぐる問題は、いまだ

事故収束のメドもたたず、原因の究明もされないまま、「いのちを脅かす問題」として、

いぜん私たちの前にたちはだかっています。

長谷川健一さんは「までいな村」福島県飯館村で酪農をされていました。

「までい」とは (ていねい)の こと。

自然と人が調和した暮らしをていねいに実践してきた飯館村で、

原発事故後なにが起きていたのか。

―/tの酪農家がみた被災地の現状と今後の課題、そして今一番伝えたいこと。

同じ時代を生きる者として「事実」を知り、

よりよい未来について考えたいと思います。
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会場 :策堂流申繭文鵞翁 綸申山文議会鑢 3瞳
大阪市北区中崎西 1-5-22
地下鉄谷町線中崎町駅4号出口を出てすぐ右折セブンイレブンの前

開成梅田ビル

WAO第 2ビル
ー

・ホテル    |‐
グリーンプラザ大阪

|| がでf‐
‐‐‐
‐

一饉

主催 :F:WC関 西委員会 長谷りlI健―講演会実行委員会

E

ローソン



福 島 県・飯 舗 村 の 酪

「あの 日Jか ら

農 家

の 日

忘 却

が 伝 え

々 の 記

へ の 抵

る、

録 。

抗 。

復 錐 来
わたヒo綬Iぜな

売られていく牛たち、荒れ果てていく田畑、全村避難、

村の自宅で家族が集まつた最後の晩餐。

刻々と変わる状況と、放射能に汚染され静かに変わりゆくふるさと一 。

長谷川さんが撮影時に吹き込んだコメントが詩的に映像を彩る。

主催 :F:WC関西委員会 (フレンズ国際労働キャンプ関西委員会)

1953年より関西の学生を中心に活動しているボランティア団体。国内のハンセン病療養所や海外のハンセン病快復者の村で生活環境改善のため道路舗装や

家屋修繕、交流などの活動を行う。阪神淡路大震災 (神戸市)や東日本大震災 (宮城県気仙沼市唐桑)などでも、災害発生直後から現地で救援・復旧活動を行う。

関東・東海・広島・九州にも兄弟委員会がある。

「あの日から3年、福島は今どうなつているか?!」 長谷川健―×守田敏也 話と対談

5月 25日 (日 )午 後 1時半開場、2時開演    *長 谷 り‖ 1建一 氏

参 加 費  500円 (資料代 )           
福島県飯舘村前田地区区長・元酪農家

会  場 ふるさとの家         *守 田 敏也氏

主   催 西成青い空カンパ            冒¬千査縫f留羹平覇奮墨看遣rぶ再写蜃zF□
―などを経たフリーライター。

問い合わせ  hanamama58@gmail com      「内部被爆」/岩波ブックレットを物理学者の矢ヶ崎克馬氏と共著


